
接
種一中
止
求
め・・る一〓・・願
棄一

岬
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全
国
初
、大
和
市
議
会
で
可
決

神
奈
川
県
大
和
市
の
市
議
会

は
６
日
、
大
和
市
が
国
に
子
宮

頸
が
ん
フ
ク
チ
ン
接
種
事
業
の

一
時
中
止
を
求
め
る
意
見
書
を

出

す

よ

う

要

望

す

る

塁
謂
願

書
」
を
厚
生
常
任
委
員
会
で
可

決
し
た
。
地
方
議
会
で
接
種
中

止
の
意
見
書
を
求
め
る
請
願
書

が
可
決
さ
れ
た
の
は
、
全
国
で

初
め
て
。
　
　
　
　
　
・

こ
の
請
願
書
の
可
決
を
受
け

て
、
大
和
市
市
議
会
が
国
に
同

ワ
ク
チ
ン
接
種
中
止
を
求
め
る

意
見
書
を
作
成
し
、
２５
日
の
本

会
議
で
可
決
ｔ
国
に
提
出
す
る

段
取
り
だ
。

同
様
の
請
願
書
が
東
京
都
町

田
市
で
も
近
く
提
出
の
予
定

で
ヽ
同
ワ
ク
チ
ン
接
種
中
止
を

求
め
る
地
方
議
会
の
動
き
に
弾

み
が
つ
き
そ
う
だ
。　
・

今
の
と
こ
ろ
同
市
で
副
反
応

被
害
は
報
告
さ
れ
て

い
な
．い

が
、
請
願
書
は
、
大
和
市
で
ワ

ク
チ
ン
を
接
種
し
た
約
４
０
０

０
人
の
速
や
か
な
健
康
被
害
状

況
の
追
跡
調
査
、
救
済
体
制
の

確
立
を
要
望
し
て
い
る
。

保
守
系
会
派
の
井
上
貢
市
議

は
、
同
委
員
会
で
、
子
宮
頸
が

ん
の
予
防
効
果
よ
り
重
篤
副
反

応
の
出
現
率
の
方
が
４
倍
高
い

ニ
ヒ
シ
一旨
筒
。

「リ
ス
ク
い
奇

況
で
は
自
分
の
子
供
に
も
勧
め

ら
れ
な
い
し
、
大
和
市
の
子
供

た
ち
に
も
勧
め
ら
れ
な
い
」
と

請
願
書
に
賛
成
を
表
明
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ヽ
公
明
党
の

鳥
渕
優
市
議
は
、

「子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
は
女
性
の
命
を
守

る
も
の
」
と
述
べ
、
副
反
応
は

ワ
ク
チ
ン
が
原
因
で
は
な
い
と

反
対
を
表
明
´
だ
が
、

「国
が

ど
う
し
て
こ
こ
ま
で
子
宮
頸
が

ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
こ
だ
わ
る

の
か
疑
問
だ
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ヽ
請
願
書
は
５
対
■
の

圧
倒
的
な
票
差
で
可
決
さ
れ

た
っ同

市
は
、
中
学
■
年
生
か
あ

高
校
■
年
生
ま
で
が
無
料
接
種

の
対
象
で
、
一
こ
れ
ま
で
７５
％
が

接
種
し
て
き
た
。

厚
労
省
は
、
ギ
ラ
ン
バ
レ
ー

症
候
群
と
急
性
散
在
性
脳
脊
髄

炎
を
新
た
な
副
反
応
例
に
加
え

る

‐
よ
う
先
月
末
、
告
知

し
た

が
、
今
年
３
月
に
同
市
が
保
護

者
に
送
付
し
た
接
種
案
内
は
、

昨
年
と
同
じ
内
容
だ
。

こ
の
た
め

「市
の
ホ
ト
ム
ペ

ー
ジ
で
新
た
な
副
反
応
例
を
周

一
知
し
た
い
ス
健
康
づ
く
り
推
進

一課
長
）
之
ル
て
一
る
。
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